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I. TOEICとは何か？
基本的な知識：
TOEICとは、Test of English for International Communication の略称で、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通のテストであり、世界約60ヶ国で実施されている。
  大企業の半分以上が TOEICスコアを重視するご時世であるから、大学側もこれを無視するわけにもいかず、昨今の世界的不況における就職活動の支援のためにも TOEICコースを設けているところが次第に増えている。

　しかしながら、TOEICは、英語のスキルがあるかを直接テストするというのでなく、過去の受験者を含めた受験者全体の中でどのあたりに位置づけられるかを統計学的手法で推理するものである。テスト結果は合否ではなく、10点から990点までのスコアで評価される。評価の基準は常に一定であり、受験者の能力に変化がない限りスコアも一定に保たれる。これにより受験者は正確に現在の英語能力を把握でき、目標とするスコアを設定することが可能だ。テストは英文のみで構成されている。また、その国(特にアメリカ、カナダ)独自の文化的背景や言い方を知らなければ解答できないような問題は排除されている。

　ただし、ListeningとReadingという受動的な言語運用能力を客観的に測定することにより、SpeakingとWritingという能動的な能力までも含めた、英語によるコミュニケーション能力を「総合的に推定する」TOEICには英語教育者からの批判も多い。
  多くの英語教員の批判にもかかわらず、ここ数年の大学入試センター試験の英語問題の出題傾向は、年を追うごとに、TOEICのそれに近いものになってきており、高校や大学の英語教育の根幹を揺るがしている。受験生からみれば、大学入試センター受験対策の勉強はそのままTOEICの対策につながるという大きな利点がある。
補足的な知識：

1. 世界60数カ国で行われているというTOEIC (Test of English for  

   International Communicationは実は国際的なテストとは言えない。日本政
   府が日本企業からの要望により、TOEFL、SATを作成しているアメリカの
   ETS (Educational Testing Service)に「世界で通用するコミュニケーション 

   能力」育成を目指してTOEIC作成を依頼し、1979年から日本で、1982年
   から韓国でもTOEICが行われるようになった。受験者の大多数は現在でも
   日本人と韓国人である。従って、「日本人と韓国人の弱点を突く問題が出題
   される」ので、TOEFL他のテストとは対策が異なる。

2.  設問はアメリカ、カナダで実際に使用されている日常英語表現が、特に「北
   米で会社に就職して事務作業、商取引に支障がないかどうか」「北米で生活
   しても英語コミュニケーション能力に支障がないかどうか」という観点に即
   して出題される。(設問によっては、同じ英語圏でも英国や豪州の人たちが聞
    けば、馴染みのない口語表現などもときどき含まれる。)
3.  TOEICの各パートの問題は徐々に難易度が上がるように配列されている。
    対策は各自考えること。

4.  TOEICは、減点法ではないので、自信がなくても全問マークするこ
   と。
5.  下記の「解答要領」をよく頭に叩き込み、練習問題をこなし、間違った箇所

　　などは辞書を引くなどして、語彙力を増やしてから、自信をもって受験し

　　たいものである。

II. TOEICの全貌と解答ガイド

	注意: 岩手県立大学英語プレースメント・テストは、

TOEIC Bridge Test (100 questions) 60 minutesです!

(通常のTOEICよりも難易度が低く、初級/中級者用です!)

Section 1: Listening (50 questions) 25 minutes

Section 2: Reading (50 questions) 35 minutes


Authentic TOEIC Test (200 questions) 120 minutes

	Section 1: Listening (100 questions) 45 minutes

         Part 1. Photographs (写真描写問題) (10 questions)

         Part 2. Question-Response (応答問題) (30 questions)

         Part 3. Short Conversations (会話問題) (30 questions)

         Part 4. Short Talks (説明文問題) (30 questions)

Section 2: Reading (100 Questions) 75 minutes

         Part 5. Incomplete Sentences (短文穴埋め問題) (40 questions)

         Part 6. Text Completion (長文穴埋め問題) (12 questions)

         Part 7. Reading Comprehension (読解問題)

                a) Single passage (1つの文書) (28 questions)

                b) Double passage (2つの文書) (20 questions)


Section 1: Listening

北アメリカで話される日常英会話についての設問：４択であるが、その構成はa. 正解, b.正解と微妙に異なる文、c. 正解と反対の意味の文、d.まるで文脈から外れた文の４つである。すなわち、a.b.（同じような文章２問）を見極めれば、正解はそのうちのどちらかである。

Part 1. Photographs (写真描写問題) 対策:
・必ず音声を聞く前に写真を見る。

・写っていないものにふれている選択肢は誤り。

・部分的に写っているだけのものは問題にならない。

要領01: 人物写真 (１人): 選択肢を聞く前に、その人物のWhere?/Who?/

        What’s ~ doing?を確認する。

要領02: 人物写真 (複数): 中心人物の動作、服装、持ち物を注意する。

要領03: 人物写真 (複数): 中心人物の共通点と、相違点、相対的位置に注意す
        る。

要領04: 風景写真: 目立つものの特徴、相対的位置を注意する。

要領05: 事物の写真: 中心となるものの状態と相対的位置に注意する。

要領06: 乗り物の写真: 写真に写っている乗り物の動き・方向に注意する。

Part 2. Question-Response (応答問題) 対策:
・完璧に聞き取る必要はない。

・最初の一語が重要である。
  (5Ws&1Hに注意:Who/What/When/Where/Why/How)

要領07: 質問文に登場した単語が出てくる選択肢は選ばない。
要領08: WHで始まる疑問文では、1)最初の一語を絶対に聞き逃さない、 

        2)Yes/Noで応える選択肢は不正解なことが多い。
要領09: 質問でない疑問文では、提案・命令への返事は、決まり文句か「従え

　　　　ない理由」になる。

要領10: Part 2の後半では、Yes/Noで答える選択肢は不正解。

要領11: 理由を問う疑問文では、理由っぽい選択肢を選ぶ。ただし、Because

        で始まる選択肢はひっかけなので選ばないこと。

要領12: 選択を求める疑問文では、決まり文句が解答になることが多い。

Part 3. Short Conversations (会話問題) 対策:

・このパートには、質問と選択肢がすべて目で確認出来るので、聞き逃す不安　

　はない。

・実は重要な情報は２番目の発言に含まれていることが多い。最初に発言を聞

　き逃しても大丈夫。

要領13: 質問がWhereなら、「場所」に関するキーワードに集中すること。

要領14: 「職業」を問う問題は、選択肢に並ぶ職業の違いを意識すること。

要領15: 「話題」を問う問題では、会話全体の流れとキーワードに注意。

要領16: 「次の行動」を問う問題では、その行動をとる人物の発言に注意。

要領17: 「理由」を問う問題では、疑問文の主語となっている人／物に集中す

　　　　ること。
Part 4. Short Talks (説明文問題) 対策:

・３パターンの問題形式に慣れること：

   a)状況を問うもの(誰が誰に話しているか、どこで話しているか)
   b)要点を問うもの(何のために何について話しているか)
   c)具体的な情報を問うもの
    (5Ws&1Hに注意:Who/What/When/Where/Why/How)

・出題は問題文の順番通り。この順番が狂うことはない。

· 問題文と同じフレーズには要注意 (アナウンスで出てきたフレーズを含む選
   択肢はひっかけであることが多いが、逆に２回以上繰り返される情報は質問
   で取り上げられる確率が高い。)

要領18: 限られた語彙を確実に覚える。出題頻度の高い「天気予報」は語彙が

　　　　限られている。

要領19: 商品広告: まず「商品は何か」を聞き取ること。サービスを受ける方

　　　　法は最後に告げられる。

要領20: 公共放送(政策、公共サービスの告知、交通機関の遅延、災害情報など): 

        何が変更になったのかを聞き取ること。

要領21: ニュース放送: 何を問われているのか、必ず事前チェック!

        どんなメディアでどんな時間に放送されているのか？

要領22: 紹介: 「どんな人」が「なぜ」「何を」話すのかに注意。

Part 5. Incomplete Sentences (短文穴埋め問題) 対策 及び
Part 6. Text Completion (長文穴埋め問題) 対策
・問題を3パターンに分類する。各問平均20秒が目標。

  a)読まずに解く問題(16問): 品詞、前置詞、小さい接続詞(and/but/or/nor)、 動
    詞の形 (このタイプの解答時間は1問5秒が目標)

要領23: 品詞の問題は、空所の前後だけ見て解答する。

要領24: 前置詞の問題には10秒以上かけないこと。
        (頑張ってもせいぜい8割正解が限度なので考えても無駄。)

要領25: 小さい接続詞の問題は、決まり文句の組み合わせのみに注目する。

要領26: 動詞の形の問題では、文中の「時間の副詞」に注目。

  b)読んで解く問題(16問): 語彙、大きい接続詞(while/however/on the other 

    hand/consequently)
要領27: 語彙(選択肢の品詞がすべて同じ場合: 12-15問)の問題は、全文を読ん
    でから解答する。分からない問題は適当に答えてから次に進む。

要領28: 大きい接続詞の問題は、全文を読んで節と節の関係を把握する。

  c)考えて解く問題(4問):代名詞、比較 
要領29: 文全体を読まなくていいのは、不定代名詞の場合である。空所の後に
        続く名詞が複数形なら、all/some/otherなどが、単数形ならeach/every

        などが入る可能性が高い。
要領30:どの語の代名詞かすぐに分からない問題は仕方がないので文全体に目
       を通す。
要領31: 選択肢にas ~ asが含まれていたらそれが正解、theが来たら最上級が
       基本。the +比較級〜, the+比較級〜も頻出。

Part 7. Reading Comprehension (読解問題)

                a) Single passage (1つの文書) 
                b) Double passage (2つの文書) 
要領32: 各問題の英文の長さを見比べて、短い問題から効率的に取り組む。最

　　　　優先で解くべきなのは、短い問題に設問が3,4問ついている問題であ  

        る。

要領33: 解答の手順を守ること。最長15秒程度で英文に目を通してから、設問
        と選択肢をすべて読む。内容が理解出来たら、今度は答えを探しなが
        ら英文をじっくり読む。

要領34: 設問の順番は、解答の鍵となる部分が問題文に登場する順番と同じで

　　　　ある。最初の質問の答えは第一段落、次の設問の答えは第二段落にあ
        ることが多い。
要領35: Business Correspondence: 送り手の肩書き(誰が誰に対して書いて
        いるか)や目的(なぜメールを書いているのか)に注意する。最近はビジ
        ネスレターは減少し、e-mailの出題頻度が高まってきている。
要領36: Business Correspondence: But, however, thoughなど、逆説的な接
        続詞に注意せよ。以下に続くセンテンスで、「解決されていない問題に
        ついて触れている」(=なぜメールを書いているのか)からである。

要領37: Business Correspondence:メールが第３段落まで続いている場合、

　　　　ここでは「何らかの対応策が示されていることが多い」。One way of 
　　　　dealing with this is…/one thing we might do is…/it might be 
　　　　possible to…などのフレーズが目印である。

要領38: フォーム(Form): フォームの目的を確認する(何のためのフォームか?)。　

　　　　また、必ずといっていいほど、「申し込みをするにはどうしたらいいか」

　　　　という質問が出る。答えは大抵の場合、最後のセンテンスに書いてあ

　　　　る。
要領39: フォーム: どういう情報を提供しなくてはならないかを問う問題も頻
        出する。文中の空欄の横に書いてあることをチェックすれば正解が見
        つかる。

要領40: 広告(Advertisements): 宣伝の目的、セールスポイント、利用方法を読

　　　　み取る。広告では、「何を宣伝しようとしているのか」を把握すること

　　　　が一番重要。次にその商品、サービスのセールスポイントをつかむ。

　　　　最後に、「それを欲しい／利用したい人はどうすればいいのか」を確認

　　　　する。

要領41: 広告:「詳しい情報を知るにはどうすればいいか」という質問に対する
        答えはほぼ100%、最後の１行に書かれている。
要領42: 公示(Announcements): 情報がぎっしり詰まっているが、まともにじ

　　　　っくり読まないで、必ず先に設問と選択肢を読み、キイワードを探す(そ

　　　　こから何を探すべきか、を見極める)。

要領43: 保証書(Warrants): 「保証書」がトピックの場合、その保証を有効に

　　　  するためにはどんな手続きが必要か、また、それは何を保証してくれ
        るのか、などを問う問題がほとんどである。手続きの方法やその順番、
        目的に着目すること。大抵、if you have a problem you should do…と

　　　　いった一文が含まれる。この場合に何をしたらいいのか、それに注意

　　　　すること。

要領44: レシピ (Recipe): 保証書の類似例だが、TOEICでは意外に出題頻度が

　　　  高い。レシピには、何かを調理するためのインストラクションが含ま

　　　　れ、時間軸に沿った形で手順が示される。

III. TOEIC Sample Test 2006解法のヒント
Section 1: Listening Test Samples: 20 questions in total
Part 1. Photographs (写真描写問題) (2 questions: No. 1-2)

・上記の要領参照。

Part 2. Question-Response (応答問題) (6 questions: No. 11-16)

・上記の要領参照。

Part 3. Short Conversations (会話問題) (6 questions: No. 41-46)

・上記の要領参照。

Part 4. Short Talks (説明文問題) (6 questions: No. 71-76)

・上記の要領参照。

Section 2: Reading Test Samples: 24 questions in total
Part 5. Incomplete Sentences (短文穴埋め問題) (8 questions: No.101-108)

・品詞の違いに注意すること。

101. すべて名詞なので、文章の意味に合うものを選ぶ。

102. すべて形容詞なので、文章の意味に合うものを選ぶ。

103. 文の主語は物であるから、受動態になる。主語は単数形。

104. すべて動詞なので、文章の意味に合うものを選ぶ。

105. 一つの定型文しかないので、WhenやAs itはあり得ない。

106. 空所の前は不定冠詞aであり、後は名詞demandであるから、形容詞が
     入る。最上級ならば定冠詞theが必要。

107. ２つの文があるが、後半は分詞構文になっていることを見抜くこと。後半

　　 部には主語がないので、hasやhadはあり得ない。
108. Tickets will NOTに着目すると、nor以外は入らない。定型句。

Part 6. Text Completion (長文穴埋め問題) (4 questions: No.141-144)

・このビジネスレターは、パート(臨時/非正規雇用)の内定通知である。

141. to pleaseは他動詞(喜ばせる、楽しませる)。主語がIで目的語がないので、

　　当然受動態になる。

142. employee code-of-ethics agreement は「従業員倫理規約/規定」の意味。
    これを目的語に取る動詞はfollowが一般的である。

143. payroll scheduleは「賃金台帳」の意味。according toが一般的なフレーズ。

144. eligible to ~は「〜の資格がある」の意味。

・なお、paid holidays (有給休暇)、paid time off for illness or vacation (病気有

　給休暇)、employee benefits (従業員福利制度)、Human Resources (人材開

　発[部])の意味。

Part 7. Reading Comprehension (読解問題) (12 questions in total)

  a) Single passage (1つの文書) (2 parts: No.153-155/No.156-159)

No.153-155: 広告 (Advertisement):イタリアン・フード (宅配ピザ屋?)

153: 常識で考えれば、広告の目的はより多くのお客を引きつけるため。

154: 左側のCOUPON参照。

155. 反復される表現(太字の宣伝文句)は問題になりやすい。

No.156-159:「企業が新たな時代にいかに対処するか」小論

・小論の場合、最初の段落に要点が書かれていることが多い。
156. 最初の段落をよく読むこと。
157. handleかregulate以外あり得ないが、handleが一番近い。
    (読まなくても単語の意味さえ知っていれば解答可能)

158. attemptsとfailという単語に注意しながら問題文を読むと、“fail to 　

　　consider what would work best for their own company” (ll.13-14)という

　　文がある。この文章に近い選択肢は(C)である。
159. (読まなくても常識的に解答可能)

Part 7. Reading Comprehension (読解問題)
  b) Double passage (2つの文書) (1 part: No.160-164 )

・２つの企業間の会議に関するアジェンダ(議事日程/会議事項)及びメール

160. (A)、(B)はあり得ない。(D)という事実は記載されていない。

161. (A)は司会進行/総括または交渉まとめ役。(B)と(D)はAdvantage Power 
　　 Systems社員。
162. (A)、(B)はあり得ない。(D)という事実は問題文からよく確認出来ない。

163. よく本文を読めば、ほぼそのまま解答が記載されている。

164. (C)、(D)はあり得ない。(A)は、ひっかけ。(B)がビジネス上重要。
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